
国史跡橘樹官衙遺跡群整備基本計画（案）

平成31（2019）年　月

川崎市教育委員会



巻頭図版

橘樹郡家跡［千年伊勢山台遺跡］の伊勢山台地区から南東（鹿島田）方面を望む

橘樹郡家跡［千年伊勢山台遺跡］の伊勢山台地区から西（影向寺）方面を望む



例　言

１　本書は、神奈川県川崎市高津区千年及び宮前区野川に所在する史跡橘樹官衙遺跡群の整備基

　本計画書である。

２　史跡橘樹官衙遺跡群は、橘樹郡家跡（千年伊勢山台遺跡）及び影向寺遺跡からなる。橘樹郡

　家跡を含む千年伊勢山台遺跡は、川崎市高津区千年字伊勢山台に所在していることから、「大

　字＋小字」という、近年の川崎市内における遺跡名称の命名方法に準拠し、「千年＋伊勢山台」

　から命名している。ただし、千年伊勢山台遺跡内に橘樹郡家跡が所在することが明らかになる

　以前（平成８（1996）年以前）に実施された発掘調査については、「千年伊勢山台北遺跡」・「伊

　勢山台遺跡」・「伊勢山台東遺跡」・「千年蟻山遺跡」・「影向寺南遺跡」とそれぞれの調査毎に遺

　跡の名称が異なっているが、すでに報告書が刊行され、様々な場面で引用等されているため、

　これまでの名称を用いることにする。

　　影向寺遺跡についても、それぞれの調査毎に遺跡の名称が異なり混乱をきたしていた経緯か

　ら、平成19（2007）年度に刊行された「影向寺遺跡第11次調査報告書」の中で、川崎市教育委

　員会として、遺跡の名称を今後は「影向寺遺跡」に統一するとともに、昭和50（1975）年に実

　施された発掘調査を第１次調査とし、それ以降実施された調査を第２次調査から順番に調査次

　を設定した経緯がある。

　　ただし、千年伊勢山台遺跡同様、昭和52（1977）年～昭和56（1981）年に川崎市教育委員会

　が実施した影向寺文化財総合調査及び昭和62（1987）年に影向寺薬師堂保存修理工事の際に実

　施した薬師堂基壇部の確認調査については、すでに報告書が刊行され、様々な場面で引用等さ

　れているため、これまでの名称を用いることにする。

３　千年伊勢山台遺跡からは、古代武蔵国橘樹郡の役所跡が発見されているため、本遺跡のうち

　古代官衙に関連する遺跡について「橘樹郡衙跡」という名称を用いてきた。しかし、古代の郡

　における役所跡の遺跡名称については、近年全国的に「郡家」を用いる方向性になってきたこ

　とから、現在は「橘樹郡家跡」という名称を用いている。また、橘樹郡家跡の官衙関連遺構等

　は広範囲に広がっていることから、便宜上、橘樹郡家跡を字区分及び現地形等により地区区分

　を行い、上原宿地区、伊勢山台地区、谷戸地区、蟻山地区という地区名称も適宜用いる。

４　国史跡橘樹官衙遺跡群整備基本計画（以下、「整備基本計画」という。）の策定事業は、川崎

　市教育委員会が事業主体となり、平成 30（2018）年度に国宝重要文化財等保存整備費補助金の

　交付を受けて実施した。

５　整備基本計画は、川崎市教育委員会が策定し、川崎市附属機関設置条例に基づき設置されて　

　いる「川崎市橘樹官衙遺跡群調査整備委員会」（以下、「調査整備委員会」という。）の指導・

　助言を受けた。

６　整備基本計画策定にあたり、文化庁文化資源活用課・文化財第二課、神奈川県教育委員会教

　育局生涯学習部文化遺産課の指導・助言を受けた。

７　整備基本計画策定に関わる事務は、川崎市教育委員会事務局生涯学習部文化財課が担当し、

　関連事業の一部を株式会社 TEM 研究所に委託した。

８　本書の執筆は、川崎市教育委員会事務局生涯学習部文化財課が行った。
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